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東京電力(株)福島第一原子力発電所(以下、1F と称す)の廃止措置に係る大熊分析・研究施設のための計測機

器開発等の一環として、γ線・中性子の計測が可能な自己出力型臨界監視センサーを開発し、その性能試験

を実施した。 
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1. 緒言 

 現在、1Fの廃止作業を進めるに当たり、種々のホットエリアで環境雰囲気の γ線量と中性子線量の同時計

測は不可欠であり、特に核燃料デブリの取出し・処理過程においては、臨界事故の可能性も考慮する必要が

ある。このような状況を踏まえ、本研究グループでは、①単一で γ 線と中性子線の計測が可能、②自己出力

型でありセンサー本体の電源が不要、③非常にコンパクト（センサー部分; L165mm,φ4mm）といった特長を

有する細径・自己出力型臨界監視センサーの成立性を確認するため、その性能試験を実施した。 

2. 実験計画と現在までの進捗 

本センサーの性能評価のための試験としては、

Co-60 線源による γ 線照射試験と材料試験炉によ

る中性子照射試験を予定している。図 1に本研究

で開発した「自己出力型臨界監視センサー」の模

式図を示す。本センサーには、材質の異なる 2 種

類のエミッタ材（γ 線検出用エミッタ(W)と（中性

子+γ線）検出用エミッタ(Pt-Rh)）が組み込まれており、γ線の強度はそのまま γ線検出用エミッタの出力値、

中性子の強度はそれらの引き算（(γ 線出力+中性子出力) – (γ 線出力)）によって算出される。つまり、理論的

には、中性子が存在しない（γ線照射）場であれば、中性子による出力値は 0となる。しかしながら、双方の

エミッタは材質や体積等が異なるため、単純に得られた生データの引き算を実行しても、その差し引きの出

力は 0 にはならない。本研究では上記のセンサーの γ 線に対する基礎的特性を得るため、まずセンサーに対

し γ線のみの照射試験を実施した。今後、γ線照射によって得られた知見をもとに中性子照射試験を実施する

予定である。 

3. 実験方法、まとめ 

γ 線照射試験は、原子力機構高崎量子応用研究所の Co-60 線源 γ 線照射施設コバルト棟にて実施した。照

射により生じるセンサー出力の測定は微少電流計(ケースレー製ピコアンメータ 6485)を使用して行った。ま

た、センサーに照射される γ 線量率は、アラニン線量計(日立電線社製アミノグレイ)によって評価し、センサ

ーへの吸収線量の制御は Co-60 線源からセンサーの距離を変化させることにより調整を行った。 

照射条件は、センサーの γ 線補正係数を算出するのに加え、センサー出力の線量率依存性を明らかにするこ

とを目的とし、照射温度20℃、線量率 300 Gy/h、1 kGy/h、3 kGy/h 及び 10 kGy/hの 4条件で照射を行った。 

講演では、γ 線照射で得られたセンサーの出力特性と、今後の中性子照射試験の展望について報告する。 
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図 1. 細径・自己出力型臨界監視センサー模式図 
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